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　　　　　　関西電力全原子力発電所の即時停止を求める申入書
　私たちは1年の4分の3を関西電力の原発の風下で暮らす岐阜県内の住民です。特に美浜原発からの風は短時間で岐阜県大垣市や八百津町に到達するため、地震の有無にかかわらず、常に関西電力の原発に怯えながら暮らさざるを得ません。
  その上、2007年7月16日に発生した中越沖地震で、わたしたちは地震と原発事故の恐怖が重なる原発震災の一歩手前にいることを実感しました。
　東京電力は原発は「活断層の上には建てていません。」とホームページで宣伝しています。しかし中越沖地震は東京電力が過小評価した断層で起こり、断層は柏崎刈羽原発の地盤の直下にもあると言われています。原子力建屋の地盤の揺れは想定の2.5倍にもなり、東京電力の断層過小評価をいやが上にもあぶり出しました。同時に国の耐震性に対する安全審査の信頼性もついえました。
　同じ危険は福井県に建設されている関西電力の原発にもあてはまります。今回の中越沖地震は「新潟－神戸ひずみ集中帯」で発生しました。そして関西電力の原発は「新潟－神戸ひずみ集中帯」の中に建設されています。その上、美浜原発は1991年2号機で蒸気発生器細管ギロチン破断、2004年3号機でタービン建屋の配管破断で5名の死と6名の重傷者を出す大事故を起こしました。美浜原発は老朽化して危険です。原発震災を引き起こすことは許されません。
私たち風下住民の命を関西電力の原発と原発震災に脅かされることを断固拒否します。

私たちは、直ちに関西電力の全原発停止を求めます。
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